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表 1 1995年度平城宮内発掘調査遺跡一覧 (*印は巻末表■に概要を掲載)

次 数 遺  跡  名 地 区 発 掘 期 間 面積(r) 担当者 備 考 頁
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造酒司
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第二次朝堂院南門

内裏北外郭北方

6AAD
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6AAD
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6AAV
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6AAV
6AAW

6AAN

1995. 4. 7.-7. 7.

1995。  7. 3.―- 9.29.

1995.10. 2.-1.19.

1995. 9. 1.-9. 5.

1996.1,9,-19965.13.

1995. 3.19. ―- 3.26.

1,800

2,000

2,100

12

2,030

23
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溝辺文昭宅
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I-1 造酒司の調査  第250・ 259次

1 はじめに

今回の調査は駐車場造成に伴 う事前調査である。本調査区は、平城宮東院の北西に位置 し、

埓積官衡地区の東に隣接する。造酒司地区はすでに第22次 (1964。 1965年 )・ 第182次 (1987年 )

。第241次 (1998年 )調査により北西部の様相が明らかにされ、出土木簡や酒甕据え付け穴を

伴う建物の存在から「造酒司」と推定されている。この 2回 の調査では、西南部の様相と区画

の南限を明らかにすることを目的とした。

調査期間は第250次調査が 4月 8日 より7月 12日 まで、第259次調査が 7月 3日 より 9月 29日

までである。調査面積は第250次調査が約 1800r、 第259次調査が約2000だである。

2 発掘調査の概要

本調査区における宮造営前の旧地形は、西側に谷がはいりこみ全体としては北東が高 く南西

が低 くなっている。さらに後世の水田による肖I平 も受け、土層の堆積は場所により多様である。

北東部では耕土・床上の下にすぐ礫を含む堅い黄白色の決積層の地山があらわれるが、南・西

へ行 くに従い、整地層が現れ、地山も粘質・ 砂質土へと変わる。第 250次 調査区西半では、床

上下に礫を含む黄褐・ 暗灰・ 黒灰土層があり、その下の整地層と地山で遺構を検出した。第250

次調査区南東部と第259次調査区北東部では地山上にのる赤褐色系の整地上と地山 (洪積層 )

上で遺構を検出した。259次調査区の他の部分は削平が激 しく、北側に比べかなり低 くなって

おり、遺構検出は地山 (灰褐色砂質土)上で行った。遺構検出面の標高は、もっとも高い第250

次調査区西北部で約68.2m、 もっとも低い第259次調査区南端で約65.6mと なる。

今回の調査では造酒司地区の南端、宮内道路、内裏東方官行地区の北端を検出した。遺構は

両調査区を合わせ、掘立柱建物15棟、門 2、 築地塀 2、 掘立柱塀 9、 溝 14、 足場穴 1、 道路 1、

土坑 2、 小穴多数である。以下、造酒司地区とその南の宮内道路・東院北方地区に分けて、遺

溝の概要を述べる。

A 造酒司地区 (図 2)

奈良時代前半 Al期

南と西を築地塀で区画 し、南に棟門を開く。西側に丼戸からの排水路を設ける。南門の北西

に大型建物を置き、その南に雑舎群を配する。

SB16700 南の築地塀に開く棟門。柱間は12尺等間。

SA16702 造酒司地区の南を区画する東西築地塀。基底部を地山削 り出しにより作 る。基底部

の幅は 6尺。

SA16703 築地塀SA16702の 南雨落溝。現状で幅約50cm。 全体で約20m分を検出した。削平のた

め確認できないが、西でSD16731に取 り付 くと思われる。
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SA16704 築地塀SA16702の北雨落溝。現状で幅約80cm。 約36m分 を検出した。西端をSD16733

に切 られ確認できないが、SD16731に取 り付 くと思われる。

SS16705 築地塀SA16702の寄柱と思われる。 3間分確認 した志柱間は10尺。

SD16731 南面築地の下を走り、造酒司内の水を南へ排水する南北清。この時期にはSD16732が

L次状にこの溝に取 り付き、やや南でSD16704が 、築地の南でSD16703が 取 り付いたと思われ

る。築地下の部分は木樋暗渠となる。

SD16732 全長約 6mの東西溝。SD3031と SD3035が取 り付 き、東側のSD16704よ り約 1.5m北 に

ずれた位置で、SD16731に合流する。

SX16706 築地塀SA16702の西端に取り付 く庇状の施設。 SA16702西 端ではSD16730が SA16704よ

り北にずれるため、雨水をSD16732に流 し込むために設けたものらしい。

SD3035 幅60cm～ 2mの南北溝。井戸SE3046か らの水を排水する。SD16732に取 り付 く。

SA15814 造酒司地区の西面築地塀。基底部は、地山上に砂質・ 粘質土を積んで築成 している

が、明瞭な版築ではない。築地上の残りが悪 く、基底部幅は確認できなかった。

SD3031 西面築地塀の東雨落溝。幅1.5～ 3m。

SD3030 西面築地の西雨落溝。第250次調査区では西壁にそって東肩を検出した。第 259次調査

区では幅70om～ 1.5mo sD41に 取り付 く。

SA16707 門の北側に位置する東西掘立柱塀。 3間分を検出した。 さらに西へ伸びる可能性が

ある。柱間は8尺等間。

SA16709 門の北東に位置する 3間の南北掘立柱塀。柱間は 8尺等間。

SB16726 SA16709の 北に位置する 6× 2間 の東西建物。柱間は10尺等間。内部に酒甕据え付け

穴を持つ。

SB16712 SB16726の 南に位置する 3× 1間の東西棟。柱間は桁行が5.5尺等間、梁間が 6尺等間。

SB16714 SB16712の 南に位置する 2× 2間 の東西棟。柱間は桁行が 7尺等間、梁間が 6尺等間。

SB16717 SB16712の 西に位置する 3× 2間 の南北棟。北妻をSB14の北側柱筋にそろえる。柱間

は 6尺等間。

SB16723 SB16717の 西に位置する 2× 2間 の総柱建物。柱間は 6尺等間。

SB16716 SB16712の 南西に位置する 4× 2間 の東西棟。柱間は 6尺等間。AI期 の後半にSB16

714と SB16717を 建て替えたもの。

奈良時代前半 A‖ 期

門・築地塀・主要建物に変化は無いが、北側の井戸の増設に伴い、排水路を掘り足す。南の

雑舎群は、同規模の南北棟 3棟 に建て替える。

SD15818 SD3035の 西に位置する南北溝。SE3149か ら伸びる溝で、この時期に22次・ 244次 調査

区であらたに丼戸SE3049と SE2966が設けられたのに伴い、この溝に 3つ の井戸の排水を合流さ
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せ、SD16931に 直接つなげて築地の外へ出した。なお、従来の排水路SD3035も この時期まで並

存 していたらしい。

SA1671l SA16709を 10尺西にずらして付け替えた南北塀。 4間分検出した。柱間は 8尺等間。

SB16713 SA16711の 西に位置する 3× 2間の南北棟。柱間は 6尺等間。  |

SB16718 SB16713の 西に位置する 3× 2間の南北棟。柱間は 6尺等間。

SB16722 SB16718の 西に位置する 3× 2間 の南北棟。柱間は 6尺等間。

奈良時代後半 B期

南門を礎石建ちの八脚門に変え、建物を増築する。門の北西部には竪穴状の施設を設ける。

SB16701 SB16700を 建て替え、心をやや西にずらし基壇を増設 し、礎石建ちの 3× 2間 の八脚

門とする。柱間は桁行が 8・ 1108尺。梁間が 8尺等間となる。

SB16727 SB16726を やや西にずらして建てかえた 6× 3間 の北庇付き東西棟。柱間は10尺等間。

内部に酒甕据え付け穴を持つ。

SB16725 SB16727の 東に柱筋をそろえて位置する東西棟。西妻を検出したのみであるが、北に

庇がつく同規模の建物と思われる。

SB15805 7× 2間 の東西棟。柱間は10尺等間。調査区西北端で南側柱筋を検出した。 SB16727

と西妻柱筋をそろえる。

SD16728 SB15805の 南雨落溝。幅約50cm。 約22甲分を検出した。

SS16729 SB15805の南側柱筋に並ぶ小柱穴列。SB15805築造の際の足場穴と考えられる。 6間

分を確認 した。

SB16730 SB16727の 西に位置する 6× 2間 の南北棟。南妻柱筋をSB16727の 南側柱筋 とそろえ

る。内部に酒甕据え付け穴を持つ。柱間は10尺等間。若干方位が北で西にふれる。

SA16708 門の北に位置する 3間 の目隠し塀。柱間は6.5尺等間。

SA16711 門の西に位置する 5間 の南北塀。柱間は 6尺等間。SB16727の 東妻と柱筋をそろえる。

SX16715 SB16727の 南に位置する一辺約 3mの方形の竪穴。一部に貼り床が残存する。関連す

る柱穴を確認できず上屋の様子は不明だが、半地下式の施設であろう。

SX16720 SX16727の 西に位置する同様の方形竪穴。 1辺約 3.5m。 北東部をSX35に 切 られる。

SX16719 SX16720の 北東部を切って設けられた 1辺約3.5mの 方形竪穴。規模がSX34と ほぼ同

じであり、ある時期に建て替えたものと思われる。

SB16721 SX16720の 東に位置する3Xl間 の南北棟。柱穴がSX16720の埋土を切り込んでおり、

SX16719に 建て替えと同時に建てられたものであろう。

SA16724 SB16730の 南に位置する4間の柵。柱間は北から3間 日で 3尺、他が 5尺。

その他

SD16734 造酒司造営以前の南北の斜行溝。内部に小礫が充填 し、暗渠様を呈する。SD15814に
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上部を切 られる。時期は不明。

SD16733 8D3050の 東に位置 し、部分的にSD3050の 東肩を切 る南北溝。時期 は不明だが、木簡

が 1点出土 しており、。奈良末～平安初頭 ころにSD3050を 付け替えたものか。

この他に、南面築地の北側ではまとまりを特定できない多数の小穴群が存在 し、雑舎 。柵な

どの簡単な施設がさらに存在 していたと思われる。

B 宮内道路 。東院北方地区 (図 3)

奈良時代

SFl1514 幅約 15mの 東西道路。

SDl1600 SFl1514の 南側溝。現状で幅約 5m、 検出面か らの深 さ約 lmと ぃぅ大規模な清であ

る。北か らSD16742、 南か らSD1674と が取 り付 く。埋土より木簡が約2500点 出上 した。

SD16745 SFl1514の 北側溝。幅約 1.5m。 北か らSD3030が 取 り付 き、SD16742に L字状 に取 り付

く。そこか ら東へは伸びない。その先は造酒司の南面築地南側溝 SD16703が 北側溝 をかねてい

たらしい。

SD16742 SFl1514を 横切 る南北溝。幅約 3.5～ 4.5m o sD16731と SD16745が取 り付 く。

SX16743 SD16742に かかる橋。西岸に杭 3本、東岸に杭 2本 を検出 した。

SA16735 調査区南東に位置する東西塀。 4間分検出した。さらに東 に伸 びる可能性がある。

柱間は 5尺等間。

SA16736 SA16735の 北に位置する東西塀。柱間は 5尺等間。

SA16740 調査区南端中央付近に位置する東西溝。 4間分を検出 した。SA16735と 一連の塀の可

能サl■がある。

SB10739 東西に庇が付 く南北棟。北妻を検出 した。柱間は庇部分が 5尺、母屋部分が7.5尺。

SK16744 SFl1580上 に掘 られた楕円形の土坑。長径約 3.5m。

その他

SD16737 SDl1600の 北肩を切 る東西溝。

SK16738 SDl1600の 北肩を切 る大型の不整形土坑。長径約10m。

3 造酒司地区の規模と遺構配置

今回の調査では、門・築地塀などを検出 し、造酒司地区の規模を考える上で新たな資料を得

た。また、造酒司地区西半の遺構の状況 もほぼ明 らかとなった。以下、 これまでの調査成果 と

合わせ、概要を述べる。

造酒司の南北長 は、第182次調査で検出 した北門 と今回検出 した南門の心々距離で約 125mと

なり、420尺 に復原できる。 これは、東の導積官行 と同規模 となる。また、東西長については、

西面築地 と南門が参考になる。東西雨落溝か ら推測 した西面築地 と南門の心々距離 は奈良時代

前半が約59m(200尺 )、 奈良時代後半が約55m(185尺 )と なる。一方、西面築地 と北門では
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図4 遺構変遷図 (1) 網目は酒甕を伴う建物

約51m(170尺 )で ある。ただ し、宮内道路に面 している点や、後半 に八脚門に建て替える点

を考慮すると、南門が主要な門であった可能性が高い。南門を南面築地の中心 に想定すると奈

良時代前半が東西400尺 、後半が370尺 となるが、築地塀を位置を変えて作 り直す とは考えに く

い。当初の南門が築地の中心で、作 り替えに際 して若干西にず らしたか、 当初か ら南面370尺

で南門の位置がずれていたのを作 り替えの際に中心に直 したか、 ここでは両方の可能性を指摘

するにとどめてお く。 しか しいずれにして も、造酒司地区が東西・ 南北 ともに100mを 越える

規模を持つ官衡であったことは確かであろう。

造酒司地区西半の遺構変遷については図 4・ 5に 示 した。全体 としては、建物の増加 と建物

規模の拡大 という傾向がある。例えば、酒甕据え付け穴を持つ建物面積を比較すると、 AI期

が約350ポ 、 AⅡ 期が約610だ、 B期 が約760だ となる。 AⅡ 期 の井戸 の増設 も同 じ傾向の結果

と考え られ、生産体制の整備・ 拡大の様子が反映されているといえよう。

また、奈良時代前半には区画の北半に建物が集中する傾向があるが、後半には南へ集中が移
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る。奈良時代後半に南門を八脚門に立て替えた

のも、主要空間を南へ移すことと関連するのか

もしれない。

この他に、南面築地付近では、前半には雑舎

群をひんぱんに建て替え、後半には竪穴状施設

を置いていたことが確認 された。 これ らの周囲

にも多数の小穴が存在 し、作業に関連する簡単

な施設がひんぱんに建て替えられたと思われる。

竪穴状施設については、竪穴の保温・ 保湿性 と

醸造 との関連を考慮すると、種麹の保存施設 な

どが考え られる。

さらに興味深いのは、当地区の建物配置が他

の官衛に見 られるような、正殿を中心 とす る整

然 とした配置をとっていない点である。 しいて

いえば、区画の中心付近に酒甕据え付 け穴を持

たない建物が常に配置されているが、 これ らも

正殿 というよりは酒・ 酢の製造 。管理に関連す

る機能を考えるべきであろう。また、各時期 と

も、建物の存在 しない空間が比較的広 く、何 ら

かの作業場 として利用されていた可能性がある。

図5 遺構変遷図 (2)

4 遺   物

A 土器・ 土製品

(臼杵 勲 )

今回の調査では、主にSDl1600か ら質、量 ともに豊富な土器、土製品が出上 した。 ここでは、

延暦年間の紀年木簡を伴い平城宮土器 Vの 基準資料 となるS D l1600出 土土器 と、特殊土製品、

墨書土器について報告する。

a SDl1600出 土土器 (図 6)

土器は 5層 に分けて取 り上げたが、最上層の暗灰粘質土以外 は、多少の混入はあるものの型

式的に大 きな違いはな く、かつ延暦年間の紀年木簡は最下層に近い部分から出上 しているので、

ここでは一括 して記述する。

上師器 (1～ 20)1～ 3は杯 A。 杯 AI・ AⅡ があり、調整 は CO手法が主体で、 bO手 法が

一部ある。外面に磨 きを施す ものは殆 ど認められない。 1の 削 りは雑で、削 り残 しが多 くみ ら

れ、 3の 底部外面には「田」の墨書がある。 4は杯 B蓋で外面を磨 く。 5～ 7は杯 Bo ttB I

-11-



～ BⅢ があり、全て Cl手法で調整する。 6は底部外面を硯 として使用する。 8は I群土器の

高杯。杯部に放射暗文を持ち、平城宮土器Ⅲに属する。 9～ 11は皿 Ao ttA I o AⅡ があり、

調整は CO手 法が主体で、 bO手 法が少量み られる。 12～ 15は椀 Ao ttA I～ AⅢ があ り、調

整 は全て C3手 法。 12の底部外面には「 ×」の線刻があり、墨書 も記すが判読できない。 14は

灯火器 として使用する。 16は eo手法で調整する椀 C。 17は CO手 法で調整する杯 A。 暗灰粘

質土か ら出上 したもので、平城宮土器Ⅶに属 し、平安時代初頭 まで S D l16001よ 存続 していた

ことを示す。灯火器 として使用 している。 18は盤 Aで、縦方向に削 る C3手法で調整す る。 19

は壺 E。 体部を全面削 り、磨 きを施す。 20は 甕 Aで、外面に厚 く煤が付着する。他には杯 C、

竃が出土 している。

須恵器 (21～ 45)21・ 22は 杯 BI蓋 、 23～ 25は 杯 BⅢ蓋、 26・ 27は 杯 BⅣ蓋。全て I群土器で、

23・ 25は 転用硯 として用いる。 23の 頂部外面には「西」、 24の つまみには判読不能な墨書があ

る。 28・ 29は 杯 BI、 30は 杯 BⅡ 、 31～ 33は 杯 BⅣ。30031以 外 は全て I群 土器である。 30は

口縁端部がやや外反 し、底部を丁寧にロクロ削 りする。赤褐色を呈するが猿投窯の製品ではな

く、産地は不明。 32・ 33は 灯火器 として使用する。 34は 杯 L。 体部の稜以下をロクロ削 りし、

内面を硯 として用いている。灰褐色を呈する緻密な胎上で、日縁部の立ち上が りも短 く、播磨

地方の製品である可能性がある。 40は 杯 AⅡ 、 38・ 39は 杯 AⅢ 、35～ 37は 杯 AⅣ。 37・ 39は 底

部外面をロクロ削 りし、40は 「中衛」の墨書がある。41は I群土器の皿 C。 内面に墨書がある。

42は 鉢 Aで、内外面に黒色の物質が付着する。形態的には古い特徴を持ち、混入品であろう。

43は I群土器の壺 E。 44は 壺 Lの 胴部で、底部に糸切 り痕が残 る。外面に「神」、「西殿子」 の

墨書がある。45は 壺 Mで、頸部 と体部の境には明瞭な接合痕は認められない。

以上、SDl1600出 土土器 は、 8。 42が古い型式の混入品であ り、 12・ 17・ 33・ 41が 暗灰粘質

土の出土で、平城宮土器Ⅶに属するものやその可能性がある以外 は、ほぼ平城宮土器 Vの 範躊

で捉え られる。その中で、土師器の調整手法で a手法が僅少であることや、杯 Aの 外面の磨 き

が殆 ど消失することなど、より後出的な様相を示 していると言えよう。

b 特殊土製品 (図 7)

1は SDl1600出 上の鳥形硯。頭部、尾部 と脚部の両端を欠 くが、平城宮・ 京出上 の形象硯で

は最 も残 りの良いものの一つである。別々に成形 した頸部 と胴部、脚部を接合 してナデ調整を

施 し、硯面の縁辺部 と脚部を削 りで整形する。胴部下面 には布 目痕が残 る。脚部側面には一条

の沈線を入れ、脚を折 り曲げて座 る姿勢を示す。硯面 は突帯 によって陸部 と海部を区分 し、尾

部 は一段やや高 くなる。肩部上面には蓋をかみ合わせるための勿1り 込みがある。頸部には間に

列点を施 した平行沈線を持ち、その周辺に墨で羽毛を描いている。肩部右側面には「道」の墨

書があり、筆な らしのための墨痕が各所に認められる。 2は SDl1600付 近 の包含層出土の亀形

硯蓋。右側縁前部の破片で、沈線で亀甲文 と花弁状の毛を表現する。内面 は平滑に磨滅 してい

る。形態、文様 ともに右京八条一坊十三坪SK1398出 土品に酷似する。 3は SDl1600出 土 の須恵

-12-
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器蓋のつまみ部。三層の宝塔形で内部は中空となり、火舎の蓋になるものであろう。 4は SDl

1600出上の刻印須恵器。底部外面に「刀」を押すが、これは字の一部である可能性もある。

C 墨書土器

上記以外にもSDl1600か らは墨書土器が多数出上 した。主なものに、①「御」、②「酒」、③

「酒司」、④「西宅」、⑤「益頭」、⑥「四日大風/□廿七」、③「養」がある。 このうち、⑥は、

日記風の記述であり、土器の墨書としては非常に珍 しい例である。      (玉 田芳英 )

B 木製品 (図 8)

今回出土 した木製品の内訳は表 2の とおり。以下、保存状態の良好な製品について述べる。

1・ 2は絵馬である。いずれもSK16738か ら出土 した。ともに板状の材の表面をやりがんな・

刀子等で削った後、墨で馬を描いている。 1は右向き、縦 11,3cm、 横 18.6cm、 厚さ0,7cm。 2は

左向き、縦 12.Ocm、 横 14.5cm、 厚さ0.4cm。 いずれも裸馬で左前脚を上げている。彩色等は肉眼

では確認できない。また、穿孔等 もなされていない。絵馬は宮内では初めての出土。

3は舟形。とも側を欠損する。底部に左右対称に並ぶ 9つ の小孔が穿孔されている。ＳＤ３０５０

√
―
ヽ

ｄ
〃
／

怨 悦
ノ

::Ⅷ L

4

0                        15Cm

SDl1600出土特殊土製品類 1:3
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出土。現存長 9。 2cm、 幅7.Ocm。

4・ 5は正面全身人形。 4は小さな三角形の切取 りで腕・ 腰を表現する。頭部の墨書 は網の

冠を示 しているものか。下半身を欠損する。SDl1600出 土。現存長 9.2cm、 幅2.4cm、 厚 さ0.2 cm。

5は比較的大形のもの。下半身は腐食がすすむ。手 は切込みによる表現である。SD16742出土。

現存長 26.5om、 幅4.Ocm、 厚 さ0.3cm。

6は斎串。上下端および左側縁を破損する。両側縁上部で斜めに切込みが施される。SDl1600

出土。現存長 16.5cm、 幅 2.2cm、 厚さ0.2cm。

7は 刀子柄。縦に 2つ に割れた片側が出土 した。端部の一方がやや狭 くなる。狭いほうの端

部はやや欠損 し、金具の装着痕 らしい帯状のアタリがある。両端に茎孔が開 く。茎孔内には焼

き込みによる変色が見 られる。SDl1600出 土。長さ15,2cm、 幅 2.5cm。

8は木釘。大形で使用痕 も見 られないことか ら、実用品ではな く、木型 と考え られ る。 SD

l1600出土。長 さ16.3cm、 幅2.Ocm。

9は栓。端部がやや腐食するほかは、ほぼ完形である。段部 に刀子 による加工痕が残 る。

SDl1600出土。長さ9.5cm、 径 3.Ocm。

10は檜扇。上端が平端の骨 4枚 と尖端の骨 2枚 が一括 して出土 した。また綴 り孔の位置 も骨

によって異なる。下端は破損する。平端の骨の 1枚 には短鶯の墨書が残 る。木簡を再利用 して

いるらしい。SDl1600出 土。最大のもので幅3.Oom、 厚さ0.2cm。

11は独楽。芯持ち材を利用する。上面の中央が凹む。SDl1600出土。径 2.8cm、 高 さ3.7cm。

12は不明木製品。全面を刀子で削 り、断面蒲鉾形で、先細 りの形状に仕上げたもの。裏面の

平坦部に幅約 5 mm、 深さ約 3 mmの 溝を斜めに刻む。比較的丁寧なつ くりである。SDl1600出土。

長さ7.2cm、 幅 1.7cm。

13は挽物皿。破損 して出土 したが最大径22.5cn程度 に復元できる。全体 に腐食が進み、表面

の凸凹が激 しい。SDl1600出土。

今回の調査では造酒司内か らの木器の出土 は極 めて少 なか ったが、溝 SD3050か らは舟形が

出土 してお り、造酒司内の祭祀が確認 された。

SDl1600と SD16742か ら比較的多数の木器が出土 したが、その内容は箆状品、板状品、 曲物、

部材など日常雑具が多数を占める。宮東大溝 SD2700の ように漆器や形代 など多種多様 な木製

表2 第250・ 259次調査出土木製品集計表
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品を出土する地点 とは、明 らかに質的・ 量的な差があ

組成などを把握する作業をさらに進めることにより、

ることができよう。今後の課題 としたい。

C 金属器・ 石製品 (図 9)

る。今後、宮内の木製品の分布・数量・

各地区の性格を知 る上で多 くの情報を得

(加藤真二 )

1は 餃具の板金。刺金・ 弓金具を装着す る折

曲げ部で折れ、逆面を欠損する。端部 に鋲孔 を

開ける。鋲孔 には鋲 の小片が残 る。 幅 4.l cm、

厚 さ0.lcmo SDl1600出 土。

2は巡方裏金具。隅を 1ケ 所欠損す る。残存

す る三隅には脚鋲が残 る。 1.8× 2.lcmo SD16742

出土。

3・ 4は青銅製鋲。 3は頭が潰れ、扁平になっ

ている。長さ2 0cm、 頭部径 1.l cm。  4は 長 さ2.2

畷 隠3

⑥剰―
図9 第259次調査出土金属 。石製品 1:2

cm、 頭部径 1.2cm。 いずれ もSDl1600出 土。 4と 同様な鋲頭は、SD16742で も 1点 出上 している。

5は、鉄釘。角頭。断面は方形。長 さ9.5cm。 幅 1.6cmo SD16742出 土。

6は 工具。マイナス ドライバー状を呈する。先端が薄 く、鋭利になっている。基 の一種か。

長 さ8.2cm、 幅0.4cmo SDl1600出 土。

7は石製丸輌。装着用の 2孔 1単位の潜 り穴が 3カ 所裏面に開けられている。縦2.5cm、 横 3.4

cm、 厚 さ0.5cmo SD16742出 土。

8は ガラス小玉。緑色で約半分を欠損 している。表面に細かいひびが多数入 る。径 1 lcm。

宮内道路上の近世溝の埋土に混入。

このほか、SDl1600か ら和同開弥・ 神功開賓、 これを覆 うバ ラス層とその直上から隆平永賓・

富寿神費が出土 した。

D 瓦博類

(加藤真二 )

第250次・ 第259次調査 ともに大量の瓦螂類が出土 した。内訳は表 3・ 4に示 した。特に第259

次調査区のSD3030と SD16746で は、築地塀の落下瓦がまとまって出土 した。  (臼 杵 勲 )

表 3 第250次調査出土瓦導類集計表
軒 丸 瓦 軒  平 瓦 丸   瓦

型式 種 点数 型式 種 点数
点 数

Ａ

Ｃ

Ａ

　

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

ｂ

Ｇ

，

6314Ca
型式不明

６ ６ ５４ Ａ

中

Ｋ

６ ６ ８ ８Ａ

６ ７ ２‐ Ａ

Ｃ

Ｄ

？

６ ７ ３ ２ Ａ

っ

６ ７ ５ ５ Ａ

蜘

平    瓦
重量 886 6kg

点 数

点 数

凝 灰 岩
重 量 2 5kg

点 歎

道具 。その他

軒丸瓦計 軒平瓦計 37 夕‖零辛F彦」| :

表 4 第259次調査出上瓦埠類集計表
軒   丸   瓦 軒   平   瓦

型式 種 点数 型式 種 点数 型式 種 点 数 型式 種 点数
一

Ｃ

ク
一

Ｅ

一

６ ８ 。 ‐ Ｂ

６ ３ 。 ４ Ｂ

Ｄ

ヮ
弾
一

Ｂ

Ｄ

Ｎ

，
一

Ｂ
一

６ ８ ‐ ４ Ａ

Ｃ
蜘
］

柳

６ ７ ２ ‐ Ａ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｃ
・

つ
６ ７ ３ ２ Ａ

Ｃ

，
６ ７ ５ ５ Ａ

一
抑

］
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E木簡・ 漆紙文書
a 第250次調査

南北溝SD3031か ら 1点、南北溝SD16733か ら 1点の木簡が出上 した。

SD3031出 土

① 丹後国加佐郡太郷 匠 コ                   (174)・ 23・ 4 039

SD16733出 土

[鹿 力]

② コ ロ郡上郷□□□□                     (127)・ 17・ 7 039

丹波国何鹿郡か。

b 第259次調査

宮内道路SFl1580の南側溝SDl1600か ら木簡約2500点 (う ち削屑約2200点 )と 漆紙文書 1点、

道路を横切る南北溝SD16742か ら木簡約50点 (う ち削屑約30点 )が 出上 した。詳細については

現在整理中であるが、これまでに確認 した主なものについて釈文を掲げる。

SDl1600出 土木簡

①・主膳監解 申宿特二人 員環祟雰呂

・        十一月廿二日秦一万               327・ 37・ 3011

② .コ 雷旨畠
]申
宿侍二人 姦粟置麻呂 

都都万呂

・        十一月廿三日秦一万               860040・ 4011

③ 主馬署解                          (69)・ (17)・ 1081

④・縫 御服所請鯵嘗露遜埜 署偏匿柔 襲籍礫早  己上四人日料依命婦

・ 宣所請如件              五月廿二日勝安麻呂

別当史生阿閑    326・ 32・ 3011

⑤・綾所請醤鰯漆合
人七日料四月十日別当物部常益

。「行少属三嶋大調」 (コ ノ他削 り残 リノ墨痕アリ)         219032・ 3011

⑥・御贖所請柏拾把  五月十三日酒部宅継

・「行 林浦海」                         270・ 30・ 3011
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⑦ 為焼皮井宍塗所請如件

",,,,,テ・ ○請塩壱引
,,,

。○「判少進安倍

五月七日

少属三嶋」「大調」

"","  ,,

⑥ 人給所基督亀藻弐升
官人御料

六月四日

242・ 32・ 3 011

235・ 35。 4 011

(144)・ 28・ 2 081

③・衛士四人給夕食 匠 コ

・判大進 廿三 日 小□

⑩ 伊軍国那賀郡那珂郷 
戸
孝筵景甦途

成口 調鹿堅魚拾壱斤拾両 =

_延暦元年十月十日~専
当郡司擬領外正七位上膳臣山守

308・ 32・ 4 031

[田脱 力]

⑪・讃岐国山郡三谷郷凡直小野□

・  延暦三年四月十二日 (94)・ 17・ 3 019

年紀の記載としては、⑩の延暦元年 (782)、 ⑪の延暦 3年 (784)が あり、長岡京遷都 (延暦

3年 11月 )直前の年紀を示す。

文書木簡は内容上 2つ のグループに分けられる。第一のものは、春宮坊に対して被管官司か

ら出された解である (① o②・③ )。 ①・ ②はいずれも主膳監からの宿直報告であるが、複数

の被管官司の解がみえるので、これらは春宮坊本体から廃棄された可能性が高い。奈良時代末

の皇太子としては他戸・ 山部 (後 の桓武天皇)・ 早良の 3親王がいるが、比定についてはなお

検討を要する。第二のものとして、「所」からの食料 。食膳具請求文書がある (④～⑨ )。 日下

に別当などの名が記され、裏に四等官などの判が加えられている。その所属する官司は、判官、

主典の表記が「進」「属」であることから、職クラスであることがわかる。「林浦海」は『続 日

本紀』延暦 4年 6月 辛巳条に皇后宮少属としてみえ、「少進安倍」は同日条にみえる皇后宮少

進安倍広津麻呂と一致する。以上のことから、 これ らの「所」 は桓武天皇の皇后藤原乙牟漏

(延暦 2年 4月 18日立后)の皇后宮職の下部組織である可能性がある。
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SDl1600出 土漆紙文書

[伍 力]

□拾参歩

段栢甘参歩

□拾津歩

□十二

得一町一段百八十

損二

得九段

損二

得二段三百五十二

拾伍歩 橿三町五段一

損二

漆付着面を外側に四ツ折にして廃棄されていたが、展開すると直径約 16cmの 円形に復原でき

る。墨痕は 6行、52文字確認できる。行間は21mm、 字の大きさは本文で約 10mm～ 8 mm四 方、双

行部で約 9 mm四方である。縦横の界線が確認されるが、界幅は現状では測定が困難である。本

文は楷書体で大数字を、双行部は行書体で小数字を用いる。界線の存在、字体 (楷書・大数字)、

宮域内から出土、などの条件から、諸国からの京進文書と考えてよかろう。

内容は田積を列記 し、それぞれの下に双行で「損」 (損 田)「得」 (得田)の 内訳を記す。得

田は町段歩単位で田積を記すが、損田は「二」「三」のみしか記載がなく、損率 (三分・三分)

の意味であろう。現存する帳簿の中では、天平 12年遠江国浜名郡輸租帳 (正倉院文書正集 16)

の損戸の爽名部が類似 した形態と内容をもち、延喜主計式租帳条の記載 もほぼ同様である。以

上のことから、本文書は一応租帳様文書としておくことができる。

C. 小 結

第259次調査で春宮坊関係の木簡が出土 したことで、奈良時代末には春宮坊がこの調査区付

近に存在 したと推定できる。かつて第32次調査において、平城宮東南隅のSD3410・ 1250・ 4951

から今回のものと類似する内容の木簡が出土 し、また、第104次調査でも、 SD4951の 上流部に

当たると考えられるSD3236か ら同様の木簡が出上 している。 このことか ら、 これ らの溝の上

流地域に春宮坊が所在すると推定されていたが (『平城宮木簡 3(解説 )』 1981年 )、 今回の調

査でその可能性がさらに高まった。 しかし、具体的に春宮坊に比定 し得る建物の遺構が検出さ

れたわけではなく、その位置については今後の調査成果を待って考える必要がある。

また、藤原乙牟漏の皇后宮職関係の木簡が出土 したことで、皇后宮職の少なくとも一部の機

関も今回調査区付近にあったことが窺える。因みに、F平城宮発掘調査報告 XⅢ 』(1991年 )で

は、光仁天皇の皇后井上内親王や桓武天皇の皇后藤原乙牟漏の宮は内裏の内部に営まれたと推

定されており、奈良時代末の皇后宮のあり方については、春宮坊関係木簡と皇后宮職関係木簡

が共伴 したことの意味も含めて、なお今後検討すべき課題である。また、 これらの木簡は皇后
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宮職の下部組織としての「所」の具体像を窺 うことのできる資料であり、今後他の文献資料 と

の比較を踏まえた検討が必要である。                 (古 尾谷知浩 )

まとめ

今回の調査により、ほぼ造酒司地区の西半部の調査が終了 し、遺構の状況が明らかとなった。

特に、南門・ 南面築地の検出により、当地区の南北長が420尺 と確定 したことは重要な成果で

ある。これは隣接する簿積基壇官行と一致する。 しか し、東西長については、不確定要素が多

く確定するにいたらず、課題を残 した。また、西半部には整然とした建物配置が見られず、正

殿にあたる建物 も存在 していない。これは、宮内官衡ではむしろ異例であるといえよう。西半

部が醸造の作業域であったとすると、東半部に正殿を中心とする工庁域が存在したかどうかも、

今後の調査で明らかにすべき点である。

宮内道路の南側溝からは、奈良時代末頃の春宮坊・ 皇后宮職に関連する木簡が出土 し、近辺

にこれらの機関が存在 した可能性が高まった。 これらの具体的な位置や様相も今後の調査で明

らかにされよう。 (臼杵 勲 )
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I-2 第二次朝堂院東第六堂の調査 第261次

1 はじめに

第二次朝堂院地区の東半分については、 これまでに第一堂か ら第五堂までの朝堂 (第 161・ 173・

203・ 213・ 238次 )と 、朝堂にはさまれた空閑地である朝庭部 (第 163・ 1690188次 )の 継続的な発掘調

査を行なってきた。その結果、第一堂～第五堂のいずれについても、奈良時代前半の掘立柱建

物 (下層建物 )を 奈良時代後半に礎石建物 (上層建物 )に建て替えたことを確認 し、各建物の規模

と配置関係が判明するとともに、奈良時代を通 じてこの地に朝堂が存在 していたことが明 らか

となっている。

今回の調査 は、 こうした成果を受けて、未発掘の第六堂を調査 して これまでの想定を確認す

るとともに、第二次朝堂院地区の調査に一応の終息を与えることを目的としたものである。そ

の結果、想定通 りの位置に第六堂の下層、上層建物を検出 し、朝堂院の建物配置が確定 した。

特 に下層建物 は、上層基壇の削平が著 しか ったために柱穴を最大限検出することが可能であり、

建物構造の詳細を明 らかにし得たと共 に、建設時期 と廂の変遷について新たな知見を得ること

ができた。調査面積は約2100ぜ で、調査期間は1995年 10月 2日 ～1996年 1月 19日 である。

2 検出 した主な遺構

奈良時代の遺構 としては、前半 と後半の第六堂各 1棟、地覆石の据付溝 と抜取溝、足場穴 5

条、地割 り溝 1条、掘立柱建物 1棟、礫敷の舗装 3ケ 所、暗渠 2条、及 び数基 の上坑であ る。

また、古墳時代の遺構 も検出 し、掘立柱建物 1棟、掘立柱塀 1条、溝 4条、土坑 3基、および

第238次 調査で検出 した円墳SX15663の 周溝の延長部がある。

調査区の基本的な層序 は、上か ら整備にともなう置土、耕上、床上、暗褐色の遺物包含層で

あ り、地表下約 80cmで整地上に達 し、 この面が遺構面 となる。整地土 は 2層 あり、上層は暗黄

褐色粘質土、下層が黄灰色粘質上で、それぞれ上層遺構、下層遺構に対応する整地上であると

思われる。黄灰色粘質上の上面には薄い灰色粘土があり、その上面が下層の遺構面 となる。

A 奈良時代前半の遺構

SB16800 第六堂の下層建物。上層の整地上 と後述する上層建物 8B16850の 基壇 に全面が覆 われ

る。 これまでの第二堂～第五堂の調査では上層基壇の保存が比較的良好であったので、下層建

物の柱穴 は一部を検出 していたのとどまるが、 SB16850の 基壇は大 きく削平を受 けてお り、 8B

16800の 全容を明 らかにするために、8B16850の基壇外周を壊 さない形で 5ケ 所 にサ ブ トレンチ

を設定 した。SB16800の 柱位置はこれまでの第四堂、第五堂の調査成果か らあ らか じめ想定で

きたので、東妻 とその 1間西の柱穴がかか る形で南北 トレンチ、 8B16850の 基壇 内で は、北側

柱 と入側柱の柱穴の全体が出る形で 1ケ 所、南側柱 と入側柱の柱位置が壁にかかる形で 1ケ 所、

西妻柱の位置にSB16800が 四面廂の形式であるかどうかを確認できる形で 1ケ 所 の 3本 の東西
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トレンチを設定 し、それぞれ東・ 北・ 南・ 西妻 トレンチと呼ぶ こととす る。 また、周囲にめぐ

る溝の状況を確認するために南 トレンチの西に短い南北 トレンチを入れ、 これを西 トレンチと

す る。その結果、ほぼ全ての柱穴 と外周をめぐる溝の一部を検 出 した。 SB16800は 桁行 12間 、

梁間 4間 の掘立柱東西棟建物で、四面廂ではな く、南北に廂が付 く。柱間は桁行、梁間ともに

10尺 で、総長はそれぞれ120尺、40尺 となる。第五堂の下層建物 SB15700と 規模、構造 ともに等

しい。身舎部分には低い基壇を持ち、基壇高 は最 も残 りの良い部分で約 20cmで ある。南 トレン

チでは、廂部に礫敷の硬い舗装面SX16805が あり、 ここが下層の遺構面 となる。北 トレンチで

は、 これに対応する礫敷 は見 られなか った。 SB16800の 周囲にも、第二堂、第五堂 で確認 して

いる細い溝がめ ぐる。北 トレンチでは身舎 と廂間にSD16810、 南 トレンチではSX16805の 北 に

SD16815、 西 トレンチではSD16815と 南廂南方のSD16820、 西妻西方 の南北溝 SD16825を 検出 し

た。北 トレンチ中央部では柱穴の検出面が深か ったためにSD168101よ 平面 では検出で きなか っ

たが、南北畦の土層で確認 してお り、本来 は東西に通 っているものである。 これは東 トレンチ

で も同様である。また、SD16815と SD16825は 切 り合いがあり、SD16815が 早 く廃絶す る。 これ

らの溝の性格は、8D16810016815は 基壇外装の抜取 り溝 とも考え られるが、基壇を持 たない廂

部分の外縁にもめ ぐるので、雨落溝である可能性が高い。SB16800は、東西の妻をSB15700の 東

西の妻に、南入側柱を第四堂の下層建物 S B 15041の 南妻柱にそれぞれ揃える。 SB16800と SB15

700の 間隔は110尺、SB15041と の間隔は20尺 である。

SB16800の 柱穴 は、側柱 と妻柱が一辺約 1～ 1.5m、 入側柱が約 1.5～ 2mの 隅丸方形で、掘形

の深 さは約 50～ 100cmで ある。 これ らの柱穴 は数 ケ所の断ち割 り調査 の結果、掘 り込む面が異

なっていることが確認できた。身舎部分の柱穴 は基本的に下層の整地土を施す以前、古墳時代

の包含層である基盤面に直接掘形を掘 り、柱を立てた後に整地を行ない、基壇土を積む。それ

に対 して廂の柱穴は整地上および礫敷 SX16805を 切 って掘形を掘 っている。 このこととSD1681

5・ 16825の 切 り合い関係か ら、第二堂～第六堂の廂の付加は建設時の工程差ではな く、 当初身

舎だけであった建物に廂を増設 したという時期差であることが確定 した。柱掘形 と下層整地土

か らは平城宮土器 Iに 属する須恵器、下層基壇土か ら藤原宮式軒平瓦6561Aが 出土 し、従来問

題 となっていた下層朝堂の建設時期が平城宮遷都時まで遡 るであろうことが明確 となった。な

お、第二堂～第五堂の調査では、下層の整地を行なってか ら柱穴を掘 って柱を立て、基壇土を

X-145,710
SD 16851         1

＼`
一SD 16865

EI上層整地上 鰹翻 sB 16850基壇土 麟翻 SB 16850地覆石据付溝

図11 南北畦西壁層位図 (1)1:100
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積み上げるという所見が得 られており、柱穴を掘 り、柱を立ててか ら整地を行なう第六堂 とは

建設工程に差が認められる。 また、西妻柱には 3本 の丸太を礎盤 として用いていた。

南 トレンチ南壁では、断割調査の際に足場穴 SS16830を 検出 した。 これは入側柱か ら南方へ

10尺 の位置にあり、柱間は10尺。検出 した足場穴はこの一列のみであるが、未検出の ものと合

わせ、SB16800の 柱穴の四方を囲む形になるものであろう。 SS16830は 柱穴 の上 を礫敷 SX16805

が覆 っており、最初に身舎部分を建設 した際の足場穴である。

SD16840 SB16800南 側柱か ら南 15尺 の位置にある東西溝。上層整地土で覆われる。幅約 20cm、

深 さ約10cmを 測 り、断割調査等で一部確認 した。調査区西端 までは続かないので、 8B16800に

付随する排水溝の可能性がある。

SD16900 調査区西辺にある南北溝。深 さ約10cmで 、約35mに わたって検 出 した。黄褐色の粘

質上で人為的に埋められた状況を呈する。調査区南壁の土層観察の結果、下層の整地上の下に

もぐるため、平城宮造営時、SB16800の 建設時のものであると考え られる。 この位置 はち ょう

ど第二次朝堂院の南北中軸線上にあたり、 これ らのことか ら、8D16900は 朝堂院建設時の計画

線を示す地割 り溝 と考え られる。

第二次朝堂院でこうした地割 り溝を検出 したのは今回が初めてであるが、同様の性格を持つ

可能性がある遺構SX13320を 、第188次調査で朝堂院の中心にあたる位置に検出 している。 これ

は長さ約2m、 幅約 0.8m、 深さ約 1.4mの 長方形の穴が 4個 、方位 に対 して 45° 傾 いて方形 に

並ぶ もので、南には 2個 の柱穴SX13321が 南北に並び、北にも東西 に並ぶ柱穴 SB13322が ある。

SX13320に は柱を立てた痕跡がな く、その位置か ら見て も、第二次朝堂院の中心を示す何 らか

の施設の基礎である可能性がある。今回検 出 した地割 り溝 SD16900は 、本来 SX13320に 向けて

第二次朝堂院地区を通 して掘 ったものであろうが、北方は削平されて しまったのであろう。

B 奈良時代後半の遺構

SB16850 第六堂の上層建物で、基壇を持つ礎石建物。今回の調査地 は、後世 の開墾 により大

きく削平を受けており、旧地表面には土壇が全 く残 っていなかった。そのため、基壇の遺存状

況が極めて悪 く、最 も厚い部分で約 20cm残 るだけであるが、凝灰岩の切石を用いた地覆石 の抜

取溝SD16851～ 16854と その外側をめぐる据付溝SD16861～ 16864か ら、第五堂同様、東西37.lm、

南北 17.lmの 規模であることが判明 した。SD16851に は、羽 目石 を立て るための仕 口を持つ地

X-145,715
|

X-145,725
|

匡コ下層整地上 匹目 SB 16800基壇土

図12 南北畦西壁層位置

＼、、_sx 16805

罐翻 SB 16800周囲の溝

―- 25 -―

(2)1:100



覆石が 2ケ 所にそのまま残 っている。

基壇上の礎石据付穴 は、削平のために北側柱で 2ケ 所、北、南の入側柱で各 3ケ 所の計 8ケ

所に、底だけがかろうじて残 っていた。河原石の根石が 1ケ 所に残 り、根石の抜取痕を持つ も

のもある。南側柱 と妻柱に関 しては全て削平 されている。 これ らの礎石据付穴は第五堂の上層

建物SB15710と 柱筋を揃え、基壇規模をも考え合わせると、 SB16850は 8B15710と 同 じく、桁行

9間、梁間 4間 で、四面に廂が付 く建物であったと考え られる。柱間は身舎が桁行、梁間とも

に13尺 、廂部分が10尺で、桁行総長 は111尺、梁間総長 は46尺 である。

また、 SB15710と 同様、北面、南面に 3ケ 所、東面、西面には 1ケ 所 にそれぞれ階段がある

が、東面、西面の階段 は、梁間 4間 のうち南か ら 2間 目に付 き、 この点だけが SB15710と 異 な

る。東面階段 は第四堂の西面南階段に対面する。階段の出は5尺 であり、東、北、西面では版

築上が残 るが、南面 は削平 され、地覆石の据付溝 SD16863と 抜取溝 SD16853の みを検出 した。

SD16863は 階段の突出部で も曲が らずに基壇南縁に沿 って直線的に走 り、 この ことか ら、基壇

の築成 は当初長方形 に版築土を積み上げてか ら地覆石の据付溝を掘 り、その後 に階段を付加 し

たことが判明 した。そのため、東、北、西面の階段の版築土 は、基壇本体のそれとは質が異な

る。 この工法 は当時の一般的なものと考え られ、第263次調査 の薬師寺講堂 の発掘で も同様 の

状況が見 られ、かつ階段部にも当初の地覆石を据え付け、それを埋め殺 しにしている状況を確

認 している。

SB16850の 基壇の周辺 は礫や小砂利を用いて舗装 していたと見 られ、北面にSX16855、 西面に

SX16856が 残存 している。東面、南面については既 に削平 されていた。 SX16855は 最初 に拳大

よりやや小 さい礫を敷いた後、小砂利を積んだ状況が確認でき、 これはこれまでの調査の所見

と一致する。

SX16855の 北 とSX16856の 西には、礫の舗装面の外周 に沿 って、礫 を交えた砂を埋土 とす る

暗渠 SD16865・ 16866が め ぐる。 SD16865と SD16866の接続部 は削平 されていたので不明で、本来

L字形に接続 していたものであろうが、SD16866が 更に北に延び、第五堂の西辺を も流れる可

能性 は否定できない。SD16865は 東流 して第一堂～第四堂基壇 の西 を走 る暗渠 SDl1749に 連な

り、SD16866は 南方の第265次調査区へと続 く。

基壇の四周には足場穴SS16857～ 16860が ある。北面 のSS16857と 西面 のSS16858は 、礫敷 の下

にあるために一部の柱穴を検出 したにとどまるが、南面のSS16859、 東面のSS16860は ほぼ全て

の柱穴を検出 した。第五堂の足場穴の柱穴の配置は、基壇周囲のものも礎石据付穴の四周を囲

む形 となるが、SS16860の 柱穴 はSB16850と 柱筋を揃える。 SS16859も 基本的にSB16850と 柱筋を

揃えるが、階段部の柱穴については階段の突出を避け、やや位置をず らしている。なお、基壇

上の足場穴 は完全に削平 されており、検出することはできなかった。

SB16875 調査区北端中央部にある掘立柱建物。一部の柱穴は削平 されているが、第238次 調査
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で検出 した柱穴 と合わせ、 2間 × 2間 の総柱建物になると思われる。柱間は桁行、梁間ともに

7尺。 SB15710と SB16850か ら等距離にあり、上層の時期に属する仮設建物であろう。

C 古墳時代の遺構

SX15663 第238次調査で確認 した円墳の周溝の東南部を、調査区西北隅で検出 した。幅約 5m、

深 さ約0.5mで 、溝中央部が一段深 く、肩部 はやや浅いテラス状 になる。埋土か ら古墳時代 の

土師器、埴輪が少量出土 した。

SB16880 SX15663の 東にある掘立柱建物。第238次調査区で も一部の柱穴を検出 してお り、 3

間× 3間 に復原できる。方位に対 して45° 傾 く。

SA16879 8B16880の 東南にある掘立柱塀。 2間分検出 した。

SD16806 調査区中央部にある斜行溝。断割調査により、一部を検 出 した。 SB16850北 の礫敷 S

X16855は この溝の部分が窪んでいる。

3 遺  物

A 瓦媒類

SB16850基壇周辺か ら主 として出土 した。出土遺物の大半を占める。表 5に 集計表を示 した

が、軒瓦の組合せは6225C-6663Cが 主体であり、 これまでの調査の所見 と等 しい。また、 SB

16800の 基壇土か らは藤原宮式軒平瓦6561A(図 13-1)が 出土 し、 8B16800の 建設時期を示す も

のとして注目される。

B土 器・ 土製品

SB16800の 柱掘形 と下層整地土から出土 した須恵器杯 BⅡ・ BⅢ を図13に示 した。 2は SB16800、

3～ 5は下層整地土の出上。 2・ 4の低 く偏平な高台 はSD1900出 土土器 に特徴的に見 られ る

ものであり、平城宮土器 Iに 属する。 このことによって、 SB16800、 ひいては下層朝堂の建設

時期は平城宮造営時に遡 ることが、出土遺物の面か らも確定 したと言える。他に特筆 されるも

のとしては、 SB16800の 柱穴や包含層か ら円面硯が計 9点出土 している。

また、下層整地上等か ら 7世紀後半の須恵器が出土 し、第二次朝堂院地区にあるこの時期の

集落がこのあたりまで広がる可能性がある。古墳時代の遺物 として は、 8B16800調 査時の南 ト

レンチ西南隅にある土坑か ら円筒埴輪がまとまって出土 し、SX15663の周溝 と、奈良時代 の基

盤土 となる暗褐色を した古墳時代の包含層か らも少量の土器、埴輪が出土 している。

｀

＼

｀
くヽ 三
::三:三:三三三三三三:三三三:!:!:!:!:!:J:!!:!||IIIIIIIIII

図13 SD16800・ 下層整地土出土瓦・土器 (瓦 1:3、 土器 1:4)
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表 5 第261次調査出土瓦壕類集計表

軒  丸  瓦 軒 平 瓦 ナL 瓦

重量 281,9k貿

形式  種 点数 形式   種 点数 点数 3,150

6133

6225

6282
6296
6303

Ｄ

？

Ｃ

Ｌ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

5

2

13
1

1

1

1

6561 A
6663 C
6664 D
6682 A
6691 A
6694 A
6704 A
型式不明

1

15
1

1

1

1

1

1

平 瓦

重量 638.lk質

点数 6.669

簿

重量 6.9k貿

点数

凝  灰  岩
重量 11.lkg

点数
会
∪
仄
υ

道具 。その他
鬼  瓦
隅 木 蓋 瓦

刻 E口 平 Ξ豆

亥UE「 昇Z巫二
里
日

軒 丸 瓦 計
拓
■ 軒 平 瓦 計

その他、 SB16800の 南側柱の柱穴か ら墨書がある木片が出土 した。建築部材 の屑 と思われ、

墨書内容 は判読できないが、番付を記 したものである可能性がある。

4 まとめ

今回の調査の結果、予想 どおりの位置に奈良時代前半、後半の第六堂を検出 し、第二次朝堂

院の建物配置が確定 した。第六堂の下層建物 S B 168001よ、東、西妻 をそれぞれ第五堂の東、

西妻に揃え、南入側柱を第四堂の南妻 に揃える。上層建物 S B 16850は 、第五堂 との関係 は下

層 と同様で、第四堂の南妻に南側柱を揃えるようになる。 この第五堂、第六堂 と第四堂 との関

係における下層 と上層 との間の差 は、下層建物に廂を増設 したことによって生 じたものである。

第二次大極殿院、朝堂院の建物配置については、第四堂の調査の報告 (『 1991年度平城概報』)と

大極殿院の報告書 (『平城宮発掘報告 XⅣ』1992年 )で検討がなされてきたが、今回の調査 と第 26

5次調査における朝堂院南門の調査成果を加えたものを図 14に示 したので、参照されたい。

上層遺構に関 しては、 S B 16850の 東西の階段位置が第五堂 と異なることと、 S B 16850の 西

辺にも暗渠 S D 16866が め ぐることが判明 した他には、さして新 しい知見 はない。 しか し、下

層遺構に関 しては、多 くの重要な知見が得 られた。まず、 S B 16800を ほぼ全体 にわた って平

面的に検出できたことで、その構造が視覚的にも明 らかとなり、平城宮の建物に関 して、重要

な一例を提供 したと言える。また、南廂部に礫敷 S X 16805を 初 めて検出 し、下層建物が身舎

のみに基壇を持ち、廂部には基壇がないことと、周囲をめぐる溝の変遷からも廂は当初からあっ

たのではな く、後に増設 したものであることが確定 した。

また、朝堂院建設時の地割 り溝を検出 したことも注 目される。地割 り溝は古代の測量技術の

復原では一般的な方法 と考え られており、藤原京の条坊道路の設定にともなう例などはあるが、

平城宮で遺構 として確認 したのは初めてである。 このことによって、朝堂院の建物配置は計画

的に設計、施工 されていたことを建設 に関する遺構の上か らも確認することができ、平城宮造

宮時の様子がより具体的な姿で捉え られることとなった。
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I-3 第一次大極殿の調査  第262次

調査は第一次大極殿復元設計のための地盤調査に伴 うものである。

第一次大極殿については第69072次調査で階段を含む基壇の北面および南面の地覆石据え付

け溝および地覆石抜 き取 り溝が検出されている。基壇の規模 は南北 29.5m(loo尺 )と され

(『平城宮発掘調査報告�』1981年 )、 東西については遺構か らはその規模 を知 ることはで きな

いが、53.lm(180尺 )と 推定 されている。

今回の調査は基壇西面の北西隅に近い位置で、基壇位置の確認を目的とした。遺構検出面 は

現地盤下約 30clllの 標高72,9m附 近である。東西 2条 の溝 は耕作溝で、南北 2条 の溝が基壇 に伴

うものである。東側の溝SD01は 幅約 90cm深 さ約12cmで 埋土には凝灰岩片・ 礫が混 じる。西側の

溝SD02は 幅約 60cm深 さ約 5 cmで ある。SD02が SD01を 切 り込んでお り、SD01が 基壇地覆石据え

付け溝、SD02が基壇地覆石抜 き取 り溝 と考えられる。 この様子 は基壇北面 の地覆石抜 き取 り

痕跡の状況 と似 る。北面中央の階段の東西心 -18,589,7か ら90尺西 は、 -18,616.25(1尺 0.295m)

A    
から-18,616.34(1尺 0296m)ま での間となり、SD01の

x    溝心実測値 -18,616.3と ほぼ一致する。 これは基壇の東
―-14島 206

西規模を180尺 とした推定が正 しか った ことを示す。 ま

た、他の遺構 として調査区西辺で は径 1.4mの 柱穴 1基 が

-145.208  
あるが中軸線に対称な東側では相当する遺構が見当た ら

ない。さらに調査区南辺では 2条の溝にかかる小規模な

柱穴が 2基検出されている。これらの性格の解明は今後

の調査の課題であろう。 (内 田和伸 )
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I-4 第二次朝堂院南門の調査  第265次

1 はじめに

第265次調査は、いわゆる第二次朝堂院 (東区朝堂院)の南門と、その東西に延びる朝堂院

南限施設の検出を主な目的とするものである。第261次調査区 (東第六堂)の 南西に一部接す

る形で、南北約35m、 東西約58mの 約2030だ の調査区を設定 した。調査は1996年 1月 9日 に開

始 し1996年 5月 13日 に終了した。以下の記述は 4月 末日段階での成果であることをお断 りして

おく。

明治時代の地形図によると、朝堂院南限想定位置には里道が東西に走り、南門想定位置で門

基壇の張り出しに対応 してやや南に迂回している。調査前、既に朝堂院南限を想定 した整備が

行われており、朝堂院側との比高差約0.5m、 朝集院側との比高差約 1.2mに及ぶ築地基壇状の

高まりが調査区を東西に横切っていた。ここには6600ボ ル トの高圧線が埋設されており、調査

区はこれにより南北に分断されるため、南半から発掘調査に着手 し、この高圧線を調査の終了

した第261次 。第213次調査区内の埋め戻 し上中に迂回させた後、北半の調査を行った。

2 基本層序

調査区は計 5枚の旧水田にまたがっていた。朝堂院内にあたる里道北側の東西 2枚の水田は

基本的には同一の層序を示 し、表土約 5 cm、 整備盛±30～ 40cm、 耕±10～ 20om、 床± 5～ 10om、

奈良時代の遺物包含層である茶褐色ないし灰褐色粘質±5～ 10cmと 続き、その直下の現地表面

から約70～ 80cmで整地上の橙灰褐色粘質土、または礫混 じり褐灰色粘質土の遺構検出面となる。

遺構検出面の標高は、64.9～ 65,2mで 門の真北が高 く、西と東に緩やかに傾斜 している。

朝堂院内の整地 (30～ 40cm)は大きく3段階に分かれる。まず橙灰褐色粘質土 (10～ 15cm)

を入れて凸凹を平坦にしてから灰色粘質土 (5 cm)を薄く積んでいる (第一次整地。平城遷都

当初 )。 ついで橙灰色粘質土 (10cm)を 積んでいる (第二次整地、奈良時代後半。門より西に

は第二次整地はみられない)。 礫混 じり灰褐色粘質土 (10cm)は 、朝堂院南限か ら北へ約 6m

の間に限って見 られ、第二次整地上の上に乗る (第二次整地。奈良時代末期 )。 礎石建ちの門

や築地塀の補修に伴うものであろう。整地は南及び東ほど厚 くなり、調査区東端の築地の際で

は50om近 くに達する。整地土の下には、古墳時代の遺物を含む暗灰色粘質上が20～ 30cmあ り、

地山の茶褐色粘土に達する。

朝集院側の朝堂院南門南西の水田は、表土約 5 cm、 整備盛土約20cm、 耕±20～ 30om、 床土約

5～ 10cm、 礫や瓦を含む茶褐色粘質土の遺物包含層約 5 cmがあり、その下に奈良時代後半の整

地上と考えられる礫を多量に含む灰褐色粘質±5～ 10omが あり、現地表面から50～ 70cmで 奈良

時代前半の整地上である暗灰褐色砂質粘土に達する。遺構は基本的にはこの層の上面で検出し

たが、一部は茶灰褐色砂質土の古墳時代の遺物包含層、橙褐色砂質土の地山面と多様である。
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遺構検出面の標高は64.4～ 64.6mで 、南に向けて緩やかに傾斜 している。

南門南東側の水田は、表土約 5 cm、 整備盛土約 30～ 40cm、 耕土約 10cm、 暗灰色・ 灰褐色・ 暗

茶灰褐色の砂質上が約 30cmが あり、奈良時代後半の整地上である礫を多量に含む灰色ない し褐

灰色砂質± 5～ 10cmと 続 く。遺構 はこの層の上面、またはこの層直下の現地表面下80～ 90 cmの

褐色混 じり暗灰色粘質上の奈良時代前半の整地上の上面で検出 した。遺構検出面 の標高 は64.2

～64.4mで ある。なお、調査区南東隅の部分では、耕上の下に茶灰褐色砂質粘土 の床± 10～ 25

cm、 暗灰色砂質± 20cm、 茶褐色粘質上の遺物包含層 5～ 10cm、 褐色混 じり暗灰色粘質上の整地

± 5～ 10師 と続 き、現地表下 100～ 110cmで 地山の青灰褐色粘土に達する。遺構 は基本的には地

山面で検出 した。遺構検出面の標高は約64.lmで ある。

3 遺構

検出 した主な遺構 は、朝堂院南門 (掘立柱の門を礎石建ちの門に建て替え)と その東西に延

びる朝堂院南限施設 (掘立柱塀を築地塀に建て替え)、 及びこれ らに伴 う雨落溝、 門の外側南

東の位置の朝集院内に建つ基壇建物 1棟、門南面の東西塀 1条 と南北柱列 2条、朝集院北部を

横切 る東西溝 1条、古墳時代の溝 1条、門基壇上の中・ 近世の土坑群などである。 この うち、

奈良時代の遺構は大 きく上層 と下層の 2時期に分けられる。

下層の遺構

東区朝堂院南門SB01 平城宮造営当初に建てられた奈良時代前半の朝堂院南門。桁行 5間、梁

間 2間 の掘立柱の東西棟総柱建物で、掘立柱塀 SA02・ 03の 基壇より約20cm高 い基壇を伴 う。柱

間は桁行が両端の間が 10尺、中央 3間 が 15尺、梁間は10尺等間。単層切妻の門とみるのが穏当

な推定であろうが、重層門の可能性 もある。上層の門の基壇上が残 っている部分では柱穴は見

X-145′ 746X-145′ 745
1   1

Y-18′ 291 Y-18′ 290
1   1

図17 SB01・ SA03柱穴断面図

□ 上層基壇土 [三]上層礎石据付

一H650m

鰯 下層基壇土 EIl下層柱穴抜取

一H640m騒‖ 下層整地上 B≦g下層柱穴掘形

∞ 地 山

図18 下層朝堂院南門SB01全景
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えない。また緩い傾斜面に水平に基壇を造成 してから掘形を掘って柱を立てた後、さらに基壇

上を積んでいるので、下層の門自体の基壇土が残っている箇所では抜取穴は見えるが掘形は見

えない。掘形は一辺約2mに及ぶ隅丸方形で、下層基壇面からの深さは最大1.7mに 及ぶ。なお、

基壇の出や外装は不明。

掘立柱塀SA02・ 03 下層のF]SB01の 時期の朝堂院南限を画する基壇をもつ掘立柱東西塀。地

山の緩い傾斜面に掘形を掘って柱を立てた後、基壇を造成 している。基壇の出は北半で約 lm、

基壇の高さは約 50cm。 上層築地塀SA09・ 10の積上が残っているため、部分的に確認できたに留

まり、確認できたものも基本的には柱抜取穴の南半のみである。柱間はSB01の 妻柱からSA02

が西へ 11.5尺・ 11.5尺・ 15尺、10尺、SA03が東へ39尺 (12尺・ 12尺・ 15尺 か)・ 9.5尺・ 9.5尺 。

9.5尺 で、不揃いである。柱穴の全体を確認 したわけではないので、柱位置には未確定要素が

大きく、正確な柱間の推定は今後の検討を要する。なお、柱間15尺 の部分には脇門が開いてい

た可能性もある。

雨落溝SD04・ 05 掘立柱塀SA02 0 03の 北雨落溝で、基壇に接する。幅約80cm、 深さ約30～ 50cm。

溝心とSA02・ 03の 心との間隔は約 1.5m。 調査区の東西両端の排水溝の断面で確認 したのみで、

門の周囲をどうめぐるかは未確認。なお、SA02・ 03の 南雨落溝は削平され残っていない。

東西溝SD06 朝集院北端を東西に横切る素掘りの東西溝。幅約 1.5m、 深さは現状で約 60cm。

朝堂院南限から約10.5mの位置にある。若干の瓦・須恵器・木屑が出土 した。方位にきちんと

乗ること、溝の壁がほぼ垂直に立ち上がり崩れた痕跡が見 られないことなどからみて、平城宮

造営当初の整地の直後に掘 られ、短期間のうちに埋め戻されたと思われる。何らかの区画溝か。

東西塀SA07 門南面で側柱から15尺 の位置にある柱間10尺等間の東西塀で、 8間分検出した。

門南面の閉塞施設か。

上層の遺構

東区朝堂院南門SB08 奈良時代前半の朝堂院南門SB01を梁間方向の柱間のみ12尺等間に変えて

礎石建ちに建て替えた奈良時代後半の朝堂院南門。後述のように、柱間寸法や基壇の出などか

ら単層切妻の可能性が高い。SB01の 柱を抜き取った後、その抜取穴を版築によって丁寧に埋

めた上で、さらに土を積んで基壇を造成 して建てられているが、礎石据付掘形の底がかろうじ

て検出できる程度まで削平され、 しかも基壇中央部は中近世の上坑群SX21に よって大 きく破

壊されている。礎石は全て抜き取 られ、わずかに一つが基壇上の礎石落 し込み穴に残る。

SB08の北側には、幅約60～ 80cm、 深さ約10cmの 東西溝があり、溝中に凝灰岩が点在する。 こ

れは門基壇の地覆石とその外側の雨落溝の底石や側石を抜き取った痕跡と考えられる。従って、

門の基壇外装は凝灰岩による壇正積基壇、また雨落溝も凝灰岩を用いたものであろう。基壇の

出は南北が 6尺、東西が 5尺 と不揃いであり、入母屋や寄棟には復原 しがたい。基壇規模は東

西22.3m、 南北 10,7m。
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この門の北側の溝は、西から二本目の柱の位置でカギの手に曲がって約60cm北 に張 り出す。

これは階段の出に伴うもので、北側では中央 3間 に 2段 ほどの階段があったと考えられる。門

の南側には階段の痕跡が残っていないが、北側と同じく中央 3間 に階段があり、それは門の北

と南の現状の段差 (約 80om)か ら本来の基壇高を復原 して 5段程度と考えてよかろう。

門基壇の東西両端にも凝灰岩を含む南北溝があり、門基壇の地覆石の抜取 (一部は据付)痕

跡と考えられるが、この溝は棟通り位置で途切れる。これはここに築地塀が取 り付 くためで、

門の基壇を造った後、築地塀SA09。 10の取付部分をコの字型にカットして築地塀を取付けて

いると思われる。なお、門東面の築地塀SA10の 南側の溝中には門基壇の地覆石が 1個 ほぼ原

位置に残っている。

門の南北両面には掘立柱の上庇の柱穴がある。全て上層の門SB08に 伴 うもので、土庇の柱

間からSB08の身舎の桁行の柱間が確定できる。

このうち北庇は北側柱列から17尺の位置にある。なお、北庇の両側で基壇東西両端の北延長

上の位置にも庇と同規模の柱穴があり、庇の隅の軒先の垂れ下がりを防ぐための支柱と考えら

れる。これに対応する基壇上側柱筋にも同種の支柱 (礎石建ち)の置かれていた可能性がある。

SB08の基壇と北庇の間には拳大のバラスが敷き詰めてある。上層遺構造成時の整地上上に

東西溝を掘って暗灰色の砂質土を入れ、北庇の柱を立てた後にバラスを敷いて溝を埋めている。

庇の建設とバラス敷きとは一連の工程と考えられ、バラス敷 きは後述のようにSB08西 側の築

地塀SA09の 北雨落溝SDllの 上にまで延びているから、北庇の建設はSB08建 設当初のものでは

なく、後に付設されたものであろう。このことは、北庇の掘形が上層の南北溝SD22よ り新 し

いことからも確認できる。

これに対 し南庇は様子が異なる。南庇には 2時期あって南側柱列から14尺離れた古いものと、

17尺離れた新 しいものとがある。いずれもSB08に伴うもので、北庇の柱穴に比べるとかなり不

整形を呈する。 2時期あることから儀式に伴 う臨時の庇の可能性も否定できないが、柱穴は立

派で仮設のものとは考えにくい。

築地塀SA09・ 10 門SB08の 時期の朝堂院南限を画する塀。下層の掘立柱塀SA02・ 03の 解体後、

その基壇に上を上乗せして造成 しているが、SA02 0 03に 比べると積み方は粗 く、かなり粗雑

な仕事である。積土は厚いところでも約20clllが残るのみである。築地の基底幅は 6尺、基底部

北端には瓦を水平に凸面を上に向けて短辺を連結させて並べてあった。築地南側には 3尺幅の

犬走りの築上が部分的に残 り、門基壇脇の犬走 り上に掘 り込まれた土坑には、 SB08の 葛石 と

考えられる凝灰岩が投棄されていた。また、SA10の 北側の犬走 りか ら北雨落溝にかけて落下

した瓦堆積中には、多数の導が含まれていた。犬走 りに敷かれていた埓の可能性があろう。な

お、門基壇東端から約16mの位置の築地上で礎石据付穴 1基を検出した。これは脇門のもので

あろう。

―- 35 -一



築地塀北雨落溝SDll・ 12 築地塀SA09 0 10の 北雨落溝。溝心が築地基底北端から約 6尺 の位

置にある素掘りの東西溝で、いずれも幅約40cm、 深さ約 10cm。 遺物はほとんど含んでおらず、

人為的に埋められたような状況を呈する。門西側のSDllは ヽ門の際でバラス敷 きがこの溝を

覆っており、門SB08に北庇が付 く時期には溝として機能 しなくなっていた。

築地塀北雨落溝SD13・ 14 門SB08に 北庇が付 く時期の築地塀SA09・ 10の 北雨落溝。SDll・ 12

に替わるもので、約 lm築地側に位置する。幅約30cm、 深さ約 10cm。

東西溝SD15 F日東側の築地塀SA09の 北雨落溝SD12の 北で検出した東西溝。溝心が築地基底北

端から約 8尺の位置にある。幅約60cm、 門の際では痕跡を留める程度であるが、東ほど深 くな

り東端では約25cmを 測る。暗灰色砂質上の埋土には大量の瓦片が含まれる。門の位置で北へ折

れ、門の北雨落溝に接続するものと考えられる。直接築地塀の雨水を受けるものではなく、犬

走りを流れた雨水と流すとともに、朝堂院南限の排水溝の役割を兼ねたものであろう。但 し、

門の西側にはSD15に 対応する位置には溝を検出していない。

基壇建物SB16・ 17 朝堂院南門南東の朝集院内で検出した建物。基壇西端が上層の門SB08基

壇東端から20尺、基壇北端が門SB08基壇南端に揃う位置にある。基壇の規模は東西約 9.6m、

南北約6.6m。 北側で凝灰岩の地覆石を良好な状態で検出した。長さ約60cm、 幅約25omの 地覆石

が本来 16個据えられていたようで、このうち 9個が現存する。上面の基壇内側にあたる部分に

は、羽目石を受ける仕回が施されている。地覆石の外側には幅約40omの 雨落溝がめぐり、大量

の瓦片が覆っていた。基壇北西隅で掘立柱の柱穴 1基、南西隅で礎石据付掘形 1基を検出した。

他には明瞭な柱穴は現存 しないが、これらを西妻とする掘立柱と礎石併用の桁行 3間程度、梁

間 1間の東西棟建物があったと考えられる。梁間は10尺、桁行の柱間寸法は 8尺、基壇の出は

南北 6尺、東西 4尺か。

1浄 M5万3 lx― 吐 ん
2

地覆石
赤褐色土混り暗灰色粘質土
(裏込め土)
小石・灰白色粘土混り黄褐粘質
土 (地覆石基礎)
自青灰色粘質土
小石・瓦混り淡灰褐色砂質土
(雨落溝)
小石混り黄褐色粘質土
(雨落溝縁石の基礎か)

朝堂院南門をはさんだ対称の位置でも掘立柱の柱穴 1基を検出し、周辺には凝灰岩の破片が

散乱 しているので、削平されてはいるもののSB16と 同規模の基壇建物が想定できる。 これをS

B17と する。中央区朝堂院南門の前でも、SB16・ 17と 類似 した 1間 ×3間 の掘立柱東西棟建物

を 2棟検出しており、これとの関連が注目される。

柱列SA18・ 19 門の両妻の真南の南土庇の南側に、 5尺の間隔で 3基ずつ並ぶ南北方向の柱列。

上層の門SB08に伴 うもの。儀式用の旗竿を立てた穴か。F続 日本紀』天平 17年 6月 庚子条には

平城還都に伴って宮門に大楯を樹てた記事があり、あるいはこれと関係するか。

図20 SB16地 覆石掘形等断面図 1120
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その他の遺構

溝SD20 古墳時代の溝で、奈良時代の遺構と重複するため完掘 していない。調査区東端か ら

基壇建物SB16の 南半を通 り、調査区南辺を蛇行 しなが ら西に抜けている。溝幅 3m以 上、深

さ lm以上。 1968年 に東朝集殿の調査 (第 48次調査)で確認 した溝と一連のものか。

上坑群SX21 門基壇上の中央東よりで検出した。円形または隅丸方形の計10基の上坑群で、中 。

近世の上墳墓の可能性が高い。少なくとも3時期の切 り合いがある。最新の段階のものか ら手

捏ねの上師器の皿が出土 した。この上坑のある部分では上層のP]の 遺構は全 く痕跡をとどめて

いないが、下層の門の柱穴を上坑の壁や底で確認できる。

4 遺  物

瓦は遺構面を覆 う遺物包含層、朝堂院南限の築地塀SA09・ 10の 北側の落下瓦層、及び基壇

建物SB16の周囲からまとまって出上 している。

軒瓦で最 も多 くを占めるのは、平城宮Ⅱ期前半の軒丸瓦631lA・ Bと 軒平瓦6664D・ Fで ある。

特に門SB08の 周囲や築地塀SA09・ 10に伴う落下瓦層か ら多数出土 した。 この組み合わせの軒

瓦は内裏域に多 く、これまでに朝堂院域でまとまって出上 したのは東門周辺 (1989年 の第 203

次調査)だ けである。朝堂院域で主体を占めるのは、平城宮Ⅲ期の軒丸瓦6225A o Cと 軒平瓦

6663Cで 、礎石建ちの朝堂に葺かれていたと考えられる。ところが、今回の調査で631lA・ B一

6664D・ Fが南門や築地の周辺で多数出上 したことによって、門を含めた朝堂院の周囲の区画

施設とその内部の朝堂とで異なる軒瓦が葺かれていたことが明らかになった。

次に多いのは、平城宮Ⅲ期の軒丸瓦6225A・ Cと 軒平瓦 6663C、 及び軒平瓦 6721で ある。 6225

A・ C-6663Cは礎石建ち朝堂の組合せで、今回の調査でも北端で多数見つかっており、東第六

堂か西第六堂に葺かれていたものと考えられる。6225A・ Cは 基壇建物SB16の 周囲か らもまと

まって出上 しているが、SB16の周囲から見つかる軒平瓦は6721型式のものが多 く、SB16は 6225

A・ C-6721の 組合せで葺かれていたと考えられる。

平城宮 V期 の軒丸瓦6133Dと 軒平瓦6801Aは築地塀の周辺か ら出土 し、奈良時代末期の築地

塀の補修に伴 うものであろう。また、隅木蓋瓦は東第六堂か西第六堂に由来するものであろう。

土器は、奈良時代のものは少ないが、古墳時代の溝 SD20か ら土師器・埴輪がまとまって出

土 した。土師器は古墳時代中期前半 (5世紀前半)の もので、東朝集殿下層の溝上層の土器群

とほぼ同じ内容である。埴輪には 4世紀代 (須恵器出現直前)及 び 5世紀代の円筒埴輪、 4世

紀代の形象埴輪がある。この溝には木製遺物 も含まれている。 (渡辺晃宏 )

SD20発掘中に国府型ナイフ形石器 1点が出土 した。元来 はこの溝を掘 り込んでいるいわゆ

る地山の青灰褐色シル ト層に包含されていたものであろう。刃部・裏面下端を欠損するが、約

2万年前の典型的な国府型ナイフ形石器である。長さ■.6cm、 幅2.2cm、 厚さ0.9cm、 重 さ28.6g、

サヌカイ ト製。今回の資料は、平城宮内で最初の確実な旧石器資料であり、右京一条北辺四坊
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表 6 第265次調査出土瓦痺類集計表

軒  丸  瓦 軒 瓦平 道  具  瓦 嬉

6133B

D

M
9

6134A

6225A

C

L
?

6233B

6275

6284E

1

8

2

5

1

11

21

3

8

1

1

1

6304A

B

C
9

6307B

631l A

B
?

型式不明

5

8

2

2

1

22

16

5

34

6641A

C

E

6643

6663C

6664B

C

D

F

H
?

6666A

6668C

1

2

2

1

11

1

1

25

26

2

14

1

1

6681B

6682

6721C

D
F
?

6725C

6732A

9

6755A

6801A

型式不明

1

1

4

1

1

7

1

1

1

2

10

11

鬼瓦    7点
面戸瓦   22点

隅木蓋瓦  4点
隅切平瓦  1点
刻印平瓦「里」1点

箆書き瓦  1点

重量

点数

116 8kg

39槃ミ

凝  灰  岩

重量

点数

171 9kg

20デミ

瓦丸

量

数

重

点

873 48kg

9442ズく

瓦平

量

数

重

点

2702 24kg

29041ズく軒丸瓦計 158点 軒平瓦計 129点

凸
図21 第265次調査出土国府型
ナイフ形石器 112

六坪 (第 151-26次調査 )や 左京三条二坊二坪 (第 186次調査)で断片的に出上 していた旧石器

時代の国府系文化の、奈良盆地北部での存在を確実にするものである。今後、平城宮内の調査

で もいわゆる地山に相当の注意を払 う必要性がある。二上山周辺 に集中する国府系文化の遺跡

との関係などの検討は、今後の奈良北部の資料の増加をまちたい。 (加藤真二 )

5 まとめ

今回の調査で現在までに得 られた主な成果を、以下に整理 してお く。

①南門の位置と規模が判明し、東の朝堂院の規模が確定 した。その南限は、中央の朝堂院の南

限に揃っており、東の朝堂院の南北の長さが960小尺 (800大尺)で あることがわかった。

②これまでに調査 してきた東の朝堂院の朝堂と同じように、その南門も当初の掘立柱建物から

礎石建物への建て替えがあること、また、これに伴って朝堂院の区画施設が掘立柱塀から築地

塀に造り替えられていることがわかった。

③朝堂院の南面の左右に基壇建物の存在することが明らかになった。これまで朝集院内には東

西の朝集殿があるだけだと考えられてきたが、朝堂院南門と密接な関連をもつ建物が建てられ

ていたことがわかった。

これらに関連 して新たな課題も生まれた。同じ掘立柱建物から礎石建物への建て替えといっ

ても、朝堂とその周囲の区画施設とでは葺かれていた瓦が違い、その建設時期がずれる可能性

があることである。所用瓦の年代観が直ちに建設時期に結び付 くのであれば、掘立柱の塀・門

から、築地塀・礎石建ちの門への建て替えが、平城還都 (745年 )後 の朝堂の掘立柱建物か ら

礎石建物への建て替えに先行 して、養老 (717年～724年 )・ 神亀 (724年～729年 )頃に行われた

ことになる。 しかし、ス トックされていた軒瓦を使用 したり、また下層の朝堂などに葺かれて

いた瓦を再利用したりするなどして、朝堂とその周囲の区画施設を葺き分けたと考えることも

可能である。いずれと考えるべきかは今後の重要な検討課題である。
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